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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月25日(2010.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の移動電話端末に格納されている電話帳データ内のメールアドレスに対応する移動
電話端末に、第２の移動電話端末の電話番号とメールアドレスの両方又は一方を含むメッ
セージを送信する通信装置であって、
　前記通信装置は、
　表示部を備え、
　前記第１の移動電話端末の電話帳データ内に格納されているメールアドレスを該第１の
移動電話端末から取り込んで該通信装置に記憶するとともに、このメールアドレスを前記
第２の移動電話端末に転送して該第２の移動電話端末に記憶させ、
　前記メッセージを送信する際の送信元メールアドレスを入力する入力画面を前記表示部
に表示し、前記入力画面に入力された送信元メールアドレスを該通信装置に記憶し、
　前記第１の移動電話端末に格納されている前記電話帳データ内のメールアドレスから前
記メッセージの送信先メールアドレスを選択するための選択画面を前記表示部に表示し、
前記選択画面から選択された送信先メールアドレスを該通信装置に記憶し、
　前記メッセージを前記送信元メールアドレスを送信元として、前記送信先メールアドレ
スに対応する移動電話端末に送信し、
　前記第１の移動電話端末から取り込んで該通信装置に記憶していた前記電話帳内のメー
ルアドレスを消去する通信装置。
【請求項２】
　前記メッセージの本文として使用する複数の定型文を記憶しており、前記メッセージは
、選択された定型文と前記第２の移動電話端末の電話番号とメールアドレスの少なくとも
一方を含むように作成される請求項１記載の通信装置。
【請求項３】
　所定期間内に前記メッセージを送信した回数を記憶する請求項１又は２記載の通信装置
。
【請求項４】
　第１の移動電話端末に格納されている電話帳データ内のメールアドレスに対応する移動
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電話端末に、第２の移動電話端末の電話番号とメールアドレスの両方又は一方を含むメッ
セージを送信する通信システムであって、
　前記第１の移動電話端末及び前記第２の移動電話端末と接続される通信装置と、
　前記通信装置と接続されるメールサーバとを備え、
　前記通信装置は、
　表示部を備え、
　前記第１の移動電話端末の電話帳内に格納されているメールアドレスを該第１の移動電
話端末から取り込んで記憶するとともに、このメールアドレスを前記第２の移動電話端末
に転送して該第２の移動電話端末に記憶させ、
　前記メッセージを送信する際の送信元メールアドレスを入力する入力画面を前記表示部
に表示し、前記入力画面に入力された送信元メールアドレスを該通信装置に記憶し、
　前記第１の移動電話端末に格納されている前記電話帳データ内のメールアドレスから前
記メッセージの送信先メールアドレスを選択する選択画面を前記表示部に表示し、前記選
択画面から選択された送信先メールアドレスを該通信装置に記憶し、
　前記送信元メールアドレスを送信元として、前記メッセージを前記メールサーバを介し
て、前記送信先メールアドレスに対応する移動電話端末に送信し、
　前記第１の移動電話端末から取り込んで該通信装置に記憶した前記電話帳内のメールア
ドレスを消去する通信システム。
【請求項５】
　前記メッセージの本文として使用する複数の定型文を記憶しており、前記メッセージは
、選択された定型文と前記第２の移動電話端末の電話番号とメールアドレスの少なくとも
一方を含むように作成される請求項４記載の通信システム。
【請求項６】
　所定期間内に前記メッセージを送信した回数を記憶する請求項４又は５記載の通信装置
。
【請求項７】
　自身の電話番号及びメールアドレスの両方又は一方を含むメッセージを、他の移動電話
端末に格納されている電話帳データ内のメールアドレスに対応する移動電話端末に対して
送信する移動電話端末であって、
　前記他の移動電話端末から電話帳データ内のメールアドレスを取り込んで記憶し、
　前記メッセージの送信元メールアドレスを入力する入力画面を表示部に表示し、前記表
示部の表示内容に基づいて入力された送信元メールアドレスを記憶し、
　前記メッセージの送信先のメールアドレスを前記電話帳データに含まれるメールアドレ
スから選択する選択画面を前記表示部に表示し、前記表示部の表示内容に基づいて選択さ
れた送信先メールアドレスを記憶し、選択された前記送信先メールアドレスを送信先とし
て、自身の電話番号及びメールアドレスの少なくとも一方を含むメッセージを作成し、
　前記メッセージを送信先メールアドレスに対応する移動電話端末に送信する移動電話端
末。
【請求項８】
　前記メッセージの本文として使用する複数の定型文を記憶しており、前記メッセージは
、選択された定型文と前記自身の電話番号とメールアドレスの少なくとも一方を含むよう
に作成される請求項７記載の移動電話端末。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】通信装置、通信システムおよび移動電話端末
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の通信装置は、表示部を備え、第１の移動電話端末から格納されている電話帳デ
ータ内のメールアドレスを記憶するとともに、このメールアドレスを第２の移動電話端末
に転送して記憶させる。そして、送信元メールアドレスを入力する入力画面を表示部に表
示し、入力された送信元メールアドレスを記憶し、第１の移動電話端末に格納されている
前記電話帳データ内のメールアドレスからメッセージの送信先メールアドレスを選択する
選択画面を表示し、選択された送信先メールアドレスを記憶し、前記メッセージを前記送
信元メールアドレスを送信元として、前記送信先メールアドレスに対応する移動電話端末
に送信して第１の移動電話端末から前記電話帳内のメールアドレスを消去するというもの
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このような構成により、第２の移動電話端末へのメールアドレスのコピーとともに、第
１の移動電話端末に格納されている電話帳データ内のメールアドレスに対応する移動電話
端末へメッセージを送信することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の通信システムは、第１の移動電話端末及び第２の移動電話端末と接続さ
れる通信装置と、前記通信装置と接続されるメールサーバとを備えており、
前記通信装置は、表示部を備え、前記第１の移動電話端末から格納されている電話帳内の
メールアドレスを記憶するとともに、このメールアドレスを前記第２移動電話端末に転送
して記憶させ、前記メッセージを送信する際の送信元メールアドレスを入力する入力画面
を表示部に表示し、この表示部より入力された送信元メールアドレスを記憶し、前記第１
の移動電話端末に格納されている前記電話帳データ内のメールアドレスから前記メッセー
ジの送信先メールアドレスを選択する選択画面を表示し、この表示部より選択された送信
先メールアドレスを記憶し、前記送信元メールアドレスを送信元として、前記メッセージ
を前記メールサーバを介して、前記送信先メールアドレスに対応する移動電話端末に送信
し、前記第１の移動電話端末から前記電話帳内のメールアドレスを消去するようにしたも
のである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このような構成により、第２の移動電話端末へのメールアドレスのコピーとともに、第
１の移動電話端末に格納されている電話帳データ内のメールアドレスに対応する移動電話
端末へメッセージを送信することができる。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　さらに、本発明の移動電話端末は、他の移動電話端末から電話帳データ内のメールアド
レスを取り込んで記憶し、前記表示部の表示内容に基づいて入力された送信元メールアド
レスを記憶し、前記メッセージの送信元メールアドレス入力する入力画面を表示部に表示
し、前記メッセージの送信先のメールアドレスを前記電話帳データに含まれるメールアド
レスから選択する選択画面を前記表示部に表示し、前記表示部の表示内容に基づいて選択
された送信先メールアドレスを記憶し、選択された前記送信先メールアドレスを送信先と
し、自身の電話番号及びメールアドレスの少なくとも一方を含むメッセージを作成し、前
記メッセージを送信先メールアドレスに対応する移動電話端末に送信するようにしたもの
である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　このような構成により、電話帳データのコピーを行う際に同時に電話番号及びメールア
ドレスの通知を行うことが可能となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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